
 

 

 

   

第２回学校運営協議会 ６月２６日(水)  
６月２６日（水）に鬼石北小学校で、第２回学校運営協議会が開かれました。評価部か

ら「アクションプラン評価について」、地域連携部から「ボランティアのつどいの振り返

りについて」、広報部から「コミュニティ・スクール通信について」議題が上がり、委員に

よる熟議が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鬼石連携型小中一貫校（鬼石中・鬼北小・鬼石小） 

コミュニティ・スクール通信 

     第２号 令和６年７月１１日 広報部 

(１)評価部 

＊令和６年度アクションプラン評価アンケートのよ

りよい方法について熟議しました。 

・地域の関係者の皆様にアクションプランの進捗状況

について評価をしていただいております。今年度はア

クションプランのアンケート項目を事前にお示しい

たします。評価をしていただく皆様に視点をもって、

学校の取組や子供たちの様子をじっくりと見ていた

だき、評価してもらうためです。準備ができましたら、

配布をいたします。ご協力をお願いいたします。  

(２)地域連携部 

＊「ボランティアのつどい」を６月２０日

(木 )に鬼石中学校体育館で開催しまし

た。 

・ボランティアの受け手である児童生徒の

声や教員の感謝の気持ちなどについて映

像を交えながら紹介しました。 

・ボランティアに参加してくださっている

方々が３つのグループに分かれて話し合

いをし、よりよいボランティアについて意

見交換しました。 

(３)広報部 

＊「コミュニティ・スクール通信」（ＣＳ通信）を

発行し、学校運営協議会の取組や３校の様子を

お知らせしています。 

・「コミュニティ・スクール通信第１号」を発行し、

第１回学校運営協議会（５/２１）の議事や３校

で行われているボランティアなどについて掲載

しました。回覧板だけでなく、地区の掲示板や施

設、お店などにＣＳ通信を掲示し、鬼石地区すべ

ての皆様がいつでも通信をご覧いただけるよう

にしました。掲示場所も少しずつ増えています。 

堤会長を中心に展開される熟議 委員による熱のこもった熟議 
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６月２０日（木）に鬼石中学校で学校運営協議

会の地域連携部が中心となり「ボランティアのつ

どい」が開催されました。「おにしわくわくネッ

トワーク」に登録してくださっているボランティ

アの方やボランティア活動に興味がある地域住

民の方にご参加いただきました。 

前半は 「おにしわくわくネットワーク」の活動

の説明や報告を行い、後半は「読み聞かせ・学習」

「安全」「地域・環境整備」の３つのグループに

分かれ、交流タイムを行いました。参加者が「ど

んなボランティアをしているか？」を紹介し合う

ことから交流がスタート。その後、「ボランティ

アで大変なことは？」「ボランティアをして、よ

かったと思うのは？」など、活発な情報交換がさ

れました。とても有意義な時間となりました。 

 

 

 

鬼石連携型小中一貫校では、地域学校協働本部（おにしわくわくネットワーク）によるボランティ

ア活動が年間を通して行われています。今年度も早速活動がスタートし、１学期はこれまでに環境整

備作業、読み聞かせ、英検の試験監督、あいさつ運動、登下校や待機児童の見守りなどを実施しまし

た。ボランティアの皆様にお世話になった内容は、このように多種多様です。今後も組織を整備し、

学校との協働活動を進めていきたいと思います。地域学校協働本部（おにしわくわくネットワーク）

では、「できる人が できる時に できる事を 笑顔で」を合い言葉にボランティアにご協力いただけ

る方を随時募集しています。実際にボランティア活動をしている様子を見学してからボランティアの

登録をすることもできます。「ボランティアに興味を持った」「ボランティアをやってみたい」という

方は、まず、各小中学校の教頭まで気軽にお問い合わせください。 

【鬼石北小：52-2754、鬼石小：52-2756、鬼石中：52-2750】 

おにしわくわくネットワーク「ボランティアのつどい」開催 

 

鬼石小での読み聞かせ 鬼石中での英語検定の試験監督 

ボランティアの活動説明 ボランティアについて情報交換 

鬼石北小での環境整備作業 

☆鬼石中で英語検定補助のボランティアをして

くださっている方にお話をお聞きしました。 

Ｑ「実際に英検のボランティアをして思ったこと

や感じたことを教えてください。」 

Ａ「最初、英検補助ボランティアの話を聞いた時は、不

安でした。うまくできるかなと思ったからです。しかし、一

生懸命問題に取り組む中学生の姿を見ていると、役

に立つことがあるのだな。ボランティアを引き受けてよ

かったと思いました。自宅に帰る時、ものすごい達成感

を感じたのを覚えています。また、詳しいマニュアルがあ

るので、その通りに進めれば試験監督は難しくありませ

ん。中学校の先生もサポートしてくれるので、安心で

す。間違いなく試験を行うことが重要なので、責任感

がある人に最適なボランティアです。とてもやりがいを

感じるボランティアなので、一緒にやってみませんか？」 


